
司祭　瀧野 正三郎

１月のトピックス
　●二十歳を迎えた人の祝福

１月7日(日)ミサの中で、二十歳を迎えられた西平瑛咲(てれさ)さんの祝福

がありました。菅原神父様に祝別いただきました記念品を贈呈、出水助祭

はじめ信徒の皆様でお祝いし、ご家族とともに喜びを分かち合いました。

　●山科教会総会

１月２8日(日)、ミサ後に山科教会（小教区）総会を行ないました。

　２０２３年度活動報告、２０２４年度活動計画

2023年度は、新型コロナウイルス感染症の猛威も収まり、５月には感染症法上の分類が、インフルエンザ

並みの５類となりました。活動制限が大幅に緩和され、山科教会におきましてもこれまで通り感染対策には

十分配慮しつつ、諸々の活動を段階的にではありますが、再開してきました。

１０月には、献堂７０周年記念事業として、大塚司教様を迎え感謝ミサを行い、アヴェ・マリア幼稚園ホール

をお借りし、パーティーを行うことができ、多くの信徒の皆様とともにお祝いすることができました。

2024年度は、2023年度の活動計画をベースに、更に活発な活動を目指し、行事の企画、内容を検討して

まいります。皆様のご理解とご協力を、引き続きお願いいたします。

　２０２４年度役員・評議員のご紹介

2024年度の役員・評議員・各担当は次の皆様です（敬称略）。

役員：森坂直也、西平美貴、山田容三、松永昌子(新)／典礼部長：川路みゆき／庶務部長：井關博喜

／広報部長：栗花落文代／教育部長：小木曽惠美子／施設管理部長：西平 裕／財務部長：和田 徹(新)

／聖母会会長：鶴田尚美／アヴェ・マリア幼稚園園長：井上直美／ガールスカウト代表：西平美貴

会計監査：西村町子、井保享子／洛東ブロック宣教司牧評議会担当：井關博喜

※総会での報告資料を、聖堂後方テーブルに置いていますので、各ご家庭一部づつお持ちください。

あなたはちりであり、ちりに帰って行くのです。
　　　　　　　　　　　　　（灰の水曜日の灰の式のことば）
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＜洛東ブロック司牧チームからのお知らせ＞
　☆ナン神父様 休暇のため不在となります

ナン神父様が休暇でベトナムに帰国されるため、１月３０日～２月２３日の間、不在となります。

この間、火曜日の週日ミサ、「聖書を学ぶ会」は、お休みさせていただきます。

　☆司教様年頭書簡の分かち合い

２０２４年司教年頭書簡の分かち合いを、募集しています。

今年も、京都司教区のホームページに、年頭書簡を読んだ感想や気付きなどを、短い文章で分かち

合う場を設けることになりました。

年頭書簡の『この部分を読んでこう思った』、『こんなことに気付いた』、『こんなことを実践してみた』など、

何でも結構ですので、１５０字程度の短い文章で分かち合ってください。詳細はポスターをご覧ください。

＜役員会、評議会からのお知らせ＞
　☆お告げの祈りと鐘の再開

コロナ禍で実施を取りやめていました、ミサ前の『お告げの祈り』と鐘を、２月４日（日）から再開します。

ミサ開始１０分前に行いますので、早めにお集まりいただき、ご一緒にお祈りくださるようお願いします。

　☆ 枝の回収

２月１４日（水）は『灰の水曜日』で、この日から四旬節に入ります。ミサで使用する灰を作るため、『枝の

主日』でお持ちいただいた枝の回収を行います。聖堂後方テーブルにかごを置いていますので、そこへ

入れてください。締切（枝の回収）は２月１１日（日）ミサ後までです。

　☆ 病者の日ミサ

２月１１日は『世界病者の日』で、山科教会ではこの日のミサを「病者の日ミサ」とし、洛東ブロック４教会

で作成した共通の共同祈願を唱えます。

　☆ 四旬節黙想会

山科教会の四旬節黙想会を、２月２５日(日)に開催します。講師は、ドミニコ会 原田雅樹神父様です。

原田神父様は、関西学院大学文学部教授で、科学史、科学哲学がご専門です。キリスト教と科学の

関係についても、積極的な発言を行っておられます。プログラムは次の通りです。

午前 ９時 四旬節第２主日ミサ （開式10分前に「お告げの祈り」を唱えます）

午前１０時 講話　「平和を祈る」～日本人として世界を幅広く見、世界平和のために何ができるのか～

午前１１時 ゆるしの秘跡

洛東ブロックでは、四旬節中の「ゆるしの秘跡」を身近な教会で、より多くの方に与っていただけるよう、

それぞれの教会で四旬節黙想会を行います。

伏見教会 ２月１８日(日) 講師：カルメル会 中川博道神父様

桃山教会 ２月２５日(日) 講師：グエン・バン・ナン神父様

河原町教会 ３月１７日(日) 講師：ドミニコ会 米田彰男神父様

　☆ 例会の開催日が変わりました

今年から、例会を基本 偶数月の第３日曜日に開催することになりました。

例会の隔月開催については、評議会が隔月開催に移行した際に懸案となっていました。コロナ禍により

例会の休止状態が続き、棚上げとなっていましたが、評議会と同様に例会も隔月開催に移行することに

なりました。

　★ 山科教会からの「お知らせ」は、毎週日曜日に更新されます。聖堂内のボードに掲示すると共に聖堂

後方のテーブルにも置いてありますのでお持ち帰りください。

最新の情報は山科教会ホームページ（http://www.cyamach.sakura.ne.jp）をご確認ください。

京都司教区のホームページ（https://kyotodiocese.wixsite.com/website-1）もご参照ください。
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２０２４年２月の予定

日 曜日

1 木

2 金 週日ミサ ９：３０

3 土

4 日 集会祭儀 ９：００

5 月

6 火 週日ミサ ありません

7 水

8 木

9 金 週日ミサ ９：３０

10 土

11 日 主日ミサ ９：００

12 月

13 火 週日ミサ ありません

14 水 週日ミサ ９：3０

15 木

16 金 週日ミサ ９：３０

17 土

18 日 集会祭儀 ９：００

19 月

20 火 週日ミサ ありません

21 水

22 木

23 金 週日ミサ ９：３０

24 土

25 日 主日ミサ ９：００

26 月

27 火 週日ミサ ９：３０

28 水

29 木

◆ミサ開式中は、中央の通路には立ち入らないでください（朗読、奉納、聖体拝領時を除く）。

◆マスクの着用は個人の判断としますが、歌唱時にはマスクの着用を推奨します。

教皇は毎年、四旬節に向けてのメッセージを発表し、キリストを

信じるすべての人が四旬節の精神をよく理解して、回心と愛の

わざに励むよう呼び掛けています。　この呼び掛けにこたえて

日本のカトリック教会は、虐げられ、差別され、見捨てられ、

いのちの危機にさらされている人たちとの共感を大切にする

よう一人ひとりに訴えるとともに、四旬節中の 「愛の献金」 を

奨励しています。この「愛の献金」は、カリタスジャパンを通して

海外諸国と日本各地に送られ、難民や孤児、そして、貧困や

失業、飢餓などに苦しむ多くの人のいのちを守るために、また

彼らの自立を助けるために使われます。

　　　　　　　　***カトリック教会情報ハンドブックより***

菅原神父様

役員会 15：00

レクチオ・ディヴィナ ミサ後

聖書を学ぶ会 休みます

教会暦 行事予定　　　　※都合により日程及び時間の変更もあります

部会、日曜学校 ミサ後

聖書を学ぶ会 休みます

レクチオ・ディヴィナ ミサ後

年間第５主日 全員清掃、日曜学校 ミサ後

大祭・小祭

レクチオ・ディヴィナ ミサ後

聖書を学ぶ会 休みます

レクチオ・ディヴィナ ミサ後

年間第６主日 菅原神父様

四旬節第２主日 原田神父様

四旬節第１主日

四旬節黙想会

菅原神父様

菅原神父様

ナン神父様 聖書を学ぶ会 ミサ後

例会、日曜学校 ミサ後

使徒的勧告『キリストは
生きている』読書会　15：00

シスター テッシー

シスター テッシー

菅原神父様

灰の水曜日 瀧野神父様
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